




























Ⅰ . ₁　“ 普遍的逆転移 ” と「彼岸」の発見
以前筆者は、統合失調症のクライアントの心理療法
を継続していくと、セラピストはクライアントと心理
学的な世界の共感的理解ができず、“ 無力感 ” や異様
＊　　宮城教育大学　教職大学院



































なる問いとして “ 統合失調症 ” を私の前に現し続けた
のは “ 神（と人類が呼んできたもの）” ではないか？」
むしろ「それ（神）が自らの存在に気付かしめるた




の有能感を全て喪失し、“ 治す ” という全ての積極的
行為を“放棄”した時、引き換えに“神（という万能者）”
が自然に想起された。




た。統合失調症者は “ 悪意 ” を経験すること、あるい
は持ち合わせる（内包する）ことができない。“ ただ
の人 ” に戻ったセラピストは “ 悪意 ” を自分自身の内
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、それが夢の秘密
である。夢は引き受けるものであり、作るものでは
























































































































































































































































河合の、意識を超えた “ 何ものか ” という表現は
「何者」とも「何物」とも受け取れる微妙な言葉である。








































































































































































































増井幸恵　2016　老年的超越 日本老年医学会雑誌 53巻₃号 210
―214 
谷川俊太郎　2016.6.5「要するに、受けなきゃいけない。詩も」朝
日新聞デジタル
宮前理　1999　恋愛性転移を生じた分裂病者の心理療法　宮城教
育大学紀要第33巻　221-235
宮前理　2000　恋愛性転移を生じた分裂病者の心理療法 「彼岸」
と「此岸」　宮城教育大学紀要第34巻　241-255
宮前理　2001　精神分裂病という「彼岸」宮城教育大学紀要第35
巻　303-312
宮前理 2016 統合失調症の心理療法から学ぶ　宮城教育大学紀要
第50巻　207-304
（平成29年₉月29日受理）
宮城教育大学紀要　第52巻　2017
- 348 -
